
平成27年度 第４回栃木県公共事業評価委員会

日時：平成27年11月６日(金)14：30～

場所：栃木県庁本館６階 大会議室２

次 第

１ 開 会

《議 題》

（審議案件）

２ 栃木県県土整備部所管事業の事前評価について ・・・ 資料１】【

（１）道路事業

ア 主要地方道 川俣温泉川治線 ・・・ 資料２】（県事業） 【

３ 閉 会



No
事業
区分

事業
主体

路河川名等 箇所名
総事業費
（億円）

事業予定期間 備考

1 道路 栃木県
主要地方道

川俣温泉川治線
日光市
若間

41 Ｈ28～Ｈ39 審議

事前評価を実施する栃木県県土整備部所管事業の一覧表

資料１



資料 ２ 

平成２７年度 第４回 公共事業評価委員会資料 

 

 

主要地方道 川俣温泉川治線 若間工区 

 

 

 

・自己評価書及び事業概要図      p.1～2 

・パブリック・コメントの概要      p.3 

・パブリック・コメントの実施案内     p.4 

・提出意見とそれに対する県の考え方              p.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栃木県 県土整備部 道路整備課 



栃木県公共事業事前評価 自己評価書【県土整備部 道路事業】 担 当 課：道路整備課     

      

事 業 の 概 要  

事業名 主要地方道川俣
かわまた

温泉
おんせん

川治
か わ じ

線 若間
わ か ま

工区整備事業 
事業 

主体 
 栃木県 

事業箇所 
若間
わ か ま

工区 

日光
にっこう

市若間
わ か ま

 

事業の目的、事業発案の経緯・背景  

本路線は日光市川俣温泉と川治地区の国道１２１号を結ぶ幹線道路であり、地域住民にとっては唯一の生活

道路であるばかりでなく、奥鬼怒温泉郷などへの観光道路としても利用されている。 

しかしながら、山間部の急峻な地形上に位置する本工区には、落石等の防災危険箇所（法面等を点検調査し

た結果、道路への落石等が発生する恐れのあるとした箇所）が多数存在し、過去には土砂崩れにより工区西側

の集落が孤立化する事態が発生している。さらに、現道は幅員が狭隘で屈曲箇所が多いことから、車両同士の

すれ違いに支障をきたしている。 

そこで、通行止めによる孤立化の防止と、車両の円滑な通行を確保するため本事業を行うものである。 

 

事業内容  

【計画の基本スタンス】 

・現道拡幅の場合、急峻な地形の拡幅、および、防災危険箇所対策のための法面工事等に多額の費用を要する。 

・現道拡幅では、防災危険箇所範囲外の落石等に対する危険性を完全に解消することができない。 

・本工区は日光国立公園特別地域内にあり、地形改変による自然環境や景観への影響を小さくすることが必要

である。 

以上により、屈曲して狭隘著しい大川築から若間集落までの区間についてはトンネルによる整備、その他の

区間については現道の拡幅を基本とした整備を行うこととする。 
 
・総 延 長：約２，５００ｍ 

・道路区分：第３種第４級 

・標準幅員：８．０ｍ（一般部） 

      ７．０ｍ（トンネル部） 

・車 線 数：２車線 

・計画交通量：１，０００台／日 （平成４２年） 

・主要構造物： トンネル（延長 Ｌ＝約９３０ｍ） 

事業予定 

期間 

平成２８年度～平成３９年度 

事業見込額 

及び内訳 

総事業費 約４１億円 

用地調査：平成２８年度～   

用地取得：平成２９年度～平成３６年度 

工事実施：平成３０年度～平成３９年度 

事業費 

内 訳 

測量設計費：約 2.0億円 

用地補償費：約  0.5億円 

工 事 費：約 38.5億円  

財源 

内訳 

国 費 ： ５５％ 

県 費 ： ４５％ 

事業概要図  

 
別紙記載 

県計画への位置付け  

本路線は、「栃木県広域道路網マスタープラン」において、広域道路に位置付けられている。また、「人に

やさしい県土60分構想」の基本施策に基づき、地域の生活を支え、観光周遊性の向上に寄与する道路づくりを

目指す。 

 
他計画・他事業との関連  

なし  

 

 

事 業 の 評 価  

評 
  

価 
 
 

の 
 
 

視 
 
 

点 

1.事業の必要性 

地域住民の生活道路の確保、及び、観光産業支援のためには、以下の理由により、

早急な整備が必要である。 

・落石等の防災危険箇所が多数存在 

  防災危険箇所２８箇所 

落石履歴 H17～H26：９回（うち、一般車の被災１件） 

通行止め履歴 H24年：１回（土砂崩れ） 

・現道は狭隘ですれ違い困難である 

  最小幅員３.３ｍ 

  交通事故発生件数 H16～H25：３件（H19：１件，H21：２件） 

  冬季のスリップ事故２件、自損事故１０件（H26.4.1～H27.7.15現在） 

・道路が屈曲し、見通しも悪いため、走行性が非常に悪い 

  急カーブ箇所２２箇所（現道の最小曲線半径１１ｍ） 

2.事業の適時性 

（今事業に着手する

理由等） 

・本路線では、これまでに防災上、緊急性の高い場所から順に整備を進めてきたとこ

ろであり、現在事業中の愛宕山工区の完了の見通しがたったことから、本工区の整

備に着手するものである。 

3.事業の適地性 

・本工区の整備手法として、現地の地形条件を考慮した経済性、防災危険箇所範囲外

での落石に対する危険性、地形改変による影響、沿道の利便性等の観点から総合的

に判断し、屈曲して狭隘著しい中間部の区間についてはトンネルによる整備とし、

その他の区間については現道の拡幅を基本とした整備を行う。 

4.事業手法の適切性 

（県が事業主体とな

る理由等） 

・主要地方道川俣温泉川治線の道路管理者である県が事業を実施する。 

 

 

 

 

5.事業により予想さ

れる効果及び影響 

 
・機能的な効果 

・経済的な効果 

・他計画、他事業へ 

の波及効果 

・環境への影響など 

○経済効果（費用対効果） 

・費用便益比(B/C)  1.1 

・総便益(B)   30.9 億円  
※ 供用後 50 年間の効果を金銭に換算し現在価値化したもので、走行時間短縮、走行経費

減少、交通事故減少、災害解消、迂回・孤立解消効果等の合計。 

・費 用(C)   29.3 億円 

 ※ 総事業費を現在価値化したものと、供用後50年間の維持管理費を現在価値化したもの

の合計。『事業の概要』の「事業見込額及び内訳｣とは異なる。 

○安全性の向上 

・狭隘な幅員が拡幅されることで、車両同士のすれ違いが容易になる。 

・落石等の防災危険箇所を回避することで、安全な通行を確保できる。 

   トンネルにより 20 箇所回避 

   現道拡幅部 対策予定 4 箇所、継続監視 4 箇所 

○走行性の向上 

・道路の屈曲箇所が改善され、見通しが良くなり、走行性が向上する。 

急カーブ箇所 22 箇所が解消 

○観光寄与 

・川俣温泉への唯一のアクセス道路であり、安全性・走行性の向上に伴う副次的な

効果として、観光への寄与が期待される。 

6.事業コスト縮減等

の可能性 

トンネルのルートについては、経済性、沿道の利便性等を考慮して、最適なルート

を選定した。また、実施計画を進める中で新技術を積極的に活用し工事コストの一層

の縮減を図るとともに、ライフサイクルコストに留意して、総コストの縮減に努める。

さらに、トンネルの掘削残土を工区内の盛土区間に流用するため、ストックヤードの

確保に努める。 

事業の対応方針(案） 本事業については、平成 28 年度より着手する。 
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パブリック・コメントの概要 

 
 栃木県公共事業評価実施要領第４の２に基づき、公共事業事前評価（自己評価書）に対

するパブリック・コメントを実施し、県民からの意見を聴取しました。 
 
 
１．実施について 

（１）事 業 名：主要地方道川俣温泉川治線 若間工区整備事業 
（２）実施機関：栃木県（県土整備部 道路整備課） 
（３）実施期間：平成 27 年 8 月 21 日（金）から平成 27 年 9 月 20 日（日） 
（４）閲覧資料：自己評価書及び事業概要図 
（５）閲覧方法： 
  ①栃木県ホームページ（http://www.pref.tochigi.lg.jp/h04/kouhou/wakama-ikenbosyuu.html） 
  ②文書閲覧 
   ⅰ 県民プラザ（栃木県庁舎本館 2階） 
   ⅱ 上都賀県民相談室（上都賀庁舎 1階） 
   ⅲ 芳賀県民相談室（芳賀庁舎 1階） 
   ⅳ 下都賀県民相談室（下都賀庁舎 1階） 
   ⅴ 小山県民相談室（小山庁舎 1階） 
   ⅵ 塩谷県民相談室（塩谷庁舎 1階） 
   ⅶ 那須県民相談室（那須庁舎 1階） 
   ⅷ 南那須県民相談室（南那須庁舎 1階） 
   ⅸ 安蘇県民相談室（安蘇庁舎 1階） 
   ⅹ 足利県民相談室（足利庁舎 1階） 
   ⅹⅰ日光土木事務所（企画調査部） 
（６）その他、記者クラブへの資料提供（平成 27 年 8 月 20 日） 
 
２．結果について 

提出件数：延べ 13 件、計６名（意見者の居住地：日光市６名） 
提出方法：ファックス６件 
 
３．県民意見の取扱いについて 

 提出された意見（要旨）は、今回の公共事業評価委員会の審議を経た後、「事業に対する

県の対応方針」、「提出された意見（要旨）に対する県の考え方」及び「自己評価書」と併

せて公表します。 



【別紙様式１ 意見募集案内】

主要地方道川俣温泉川治線若間工区整備事業
に対するﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｺﾒﾝﾄ（県民意見の募集）の
実施について

栃木県では、県民生活に与える影響が特に大きい公共事業において、事業の効率性及
びその政策決定過程の透明性の一層の向上を図るため、事業の計画段階において、あら
かじめ県民の皆さんから幅広くご意見を聞きながら、事業推進の必要性や妥当性を検討
していくこととしています。
今回、新たに着手しようとしている下記の事業について、これまでの県の検討概要を

取りまとめた自己評価書を下記のとおり公表しますので、県民の皆さんの御意見をお寄
せください。
お寄せいただいた御意見は、十分に考慮の上計画に反映するとともに、内容ごとに

整理・分類した上で、これに対する県の考え方を公表いたします。
公表の際には、意見の内容のみを公表します。住所・氏名などの個人に関する情報

は、公表しないことはもとより、他の目的で使用することはありません。
なお、個々の御意見に直接回答はいたしませんので、あらかじめ御了承願います。

１ 公表する資料
(1) 主要地方道川俣温泉川治線 若間工区整備事業（自己評価書、位置図等）

２ 資料の閲覧方法
(1) ホームページ http://www.pref.tochigi.lg.jp/h04/kouhou/wakama-ikenbosyuu.html
(2) 文書閲覧
・県 民 プ ラ ザ 宇都宮市塙田1-1-20（栃木県庁舎本館2階）電話 028-623-3766
・上都賀県民相談室 鹿沼市今宮町1664-1（上都賀庁舎1階） 電話 0289-64-9419
・芳 賀 県 民 相 談 室 真岡市荒町5197（芳賀庁舎1階） 電話 0285-82-5888
・下都賀県民相談室 栃木市神田町6-6（下都賀庁舎1階） 電話 0282-24-5665
・小 山 県 民 相 談 室 小山市犬塚3-1-1（小山庁舎1階） 電話 0285-22-9164
・塩 谷 県 民 相 談 室 矢板市鹿島町20-22（塩谷庁舎1階） 電話 0287-43-2142
・那 須 県 民 相 談 室 大田原市中央1-9-9（那須庁舎1階） 電話 0287-23-1555
・南那須県民相談室 那須烏山市中央1-6-92（南那須庁舎1階） 電話 0287-83-1555
・安 蘇 県 民 相 談 室 佐野市堀米町607（安蘇庁舎1階） 電話 0283-24-2603
・足 利 県 民 相 談 室 足利市伊勢町4-19（足利庁舎1階） 電話 0284-42-9700
・日 光 土 木 事 務 所 企画調査部 日光市萩垣面2390-7 電話 0288-53-1212

３ 意見の募集期間
平成27年8月21日（金）から平成27年9月20日（日）必着

４ 意見の提出先及び問合せ先、提出方法
(1) 提出先及び問合せ先 宇都宮市塙田１－１－２０（栃木県庁舎本館13階）

栃木県県土整備部道路整備課構造物担当
電話 ０２８－６２３－２４１４

(2) 提出方法
次のいずれかの方法により日本語で提出してください。様式は任意ですが、

住所、氏名、電話番号を記載してください。県外居住の方は、県内の通勤、通学先
の所在市町村名も併せて記載してください。
・郵送 〒３２０－８５０１ （住所不要）

栃木県県土整備部道路整備課
・ファックス ０２８－６２３－２４１７
・電子メール doro-seibi@pref.tochigi.lg.jp

４



意見の要旨 意見に対する県の考え方

　事業を進めてほしい。（5名）
　地元関係者の皆様に御協力をいただきながら、
早期供用に向けて努めていきます。

掘削残土
の活用

　トンネルの掘削残土については、現場
付近の盛土に活用してほしい。（１名）

　掘削残土は、コスト縮減のため、できるだけ工
区近辺で活用する予定であり、具体的には、今
後、関係者と協議していきます。

現道の補
修

　現道の石積みが工事車両の影響で崩れ
る可能性があると思うので、補修してほ
しい。（１名）

　必要性が生じた場合は、修補していきます。

旧道の利
用

　旧道となる部分は、回り道や災害時の
避難等に活用できるようにしてほしい。
（１名）

　現在、旧道を日光市に移管する方向で市と協議
を進めておりますので、御意見の主旨を伝えてい
きます。

自己評価書に対する県民意見の要旨及び県の考え方＜（主）川俣温泉川治線　若間工区整備事業＞

　主要地方道川俣温泉川治線 若間工区整備事業の自己評価書に対する意見募集を行った結果、６名の方から延べ13件のご意
見を提出して頂きました。貴重な御意見ありがとうございました。
　提出された御意見を十分検討の上、それに対する県の考え方を次のとおりまとめました。
　なお、類似の意見については、内容ごとにまとめさせていただきました。

項目

事業の推進

計
画
策
定

　なお、上記のほか、次のような御意見がありましたので、今後の参考とさせていただきます。

項目 意見の要旨

関連事業

　川俣温泉川治線について、川俣温泉地区から若間地区の間の狭い箇所等も整備してほし
い。（４名）

　栗山地区においては、災害時にも迂回ができるように、林道も含めた周回ルートを整備し
てほしい。（１名）

5


